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校長 堀井 安伸 

開校７０周年 合い言葉：石東中は未来の私の出発点 

 

見事な団結の力！！ 

校長 堀井 安伸 

開校７０周年記念合唱コンクールを、去る１０月２４日（火）に開催しま
した。今年度の会場は、練馬文化センターをお借りすることができました。
開校７０周年という本校にとって特別な年にふさわしい合唱コンクールにな
ったと感じています。当日は、ご多用の中、多くのご来賓の方や保護者のご
参観をいただき、あたたかいご声援をいただきました。感動していただいた
ことがわかる感想を多くいただきました。改めて感謝申し上げます。 
本校の合唱コンクールは、伝統的に二大行事の一つとして大切な行事とし

ています。各学級において、心を合わせ団結し、一つのことを成し遂げる喜びを、直に感じることがで
きる貴重な機会としています。そこには、大きな感動があり、その感動体験は間違いなく一人一人の心
をより豊かにします。そして、生きる力となり、さらには、人間力の向上につながるものと思います。 
また、今年度も、本校の教育活動の重点目標に「感動度１００％」を上げています。「感動度１００％」

という目標は、各行事の取り組みを通して「全生徒」に達成感や成就感等の感動体験をしてもらいたい

というものです。達成感や成就感は、自己肯定感や自己有用感を育みます。それこそが、今年度の合い
言葉「石東中は未来の私の出発点」を支えてくれるものと考えています。 
今年度のスローガンは、学芸行事委員会が全校生徒から募集して作ったもので、これまでの本校のす

ばらしい伝統を引き継ぎ、心のこもった合唱コンクールを作り上げたいという思いをこめた「歌声響け！
心を揺らせ！奏でる音色を届かせろ！！」でした。広く歌には自分の思いや気持ち、心を人に伝えると
いう一面があると思います。このスローガンは、感謝や励まし、様々な気持ちや思いを、友だちや保護
者、先生に音色にして力強く届かせようという思いが込められていてすばらしいものです。生徒たちの
主体性がここに表れていることが感じられるのではないでしょうか。 
生徒の感想文を紹介します。ほとんどの感想文が「感動した」ことを述べています。全員の作文を紹

介したいところですが、紙面の関係で代表を紹介させていただきます。 

※ご意見をお寄せください。０３－３９９６－２１５８(校長室直通)※ 
ホームページ：http://www.shakujii-e-j.nerima-tky.ed.jp/  
 

「クラスで一致団結したから金賞が取れた」抜粋   

３年女子生徒 

今回は、開校 70 周年の合唱コンクールだった。私

は学芸行事委員長として臨み、初めてのことが多くあ

りすぎて頭が働かない面もたくさんあった。そんな私

をクラスメイトが何度も背中を押してくれたことに

とても感謝している。 

三年生は、男子、女子ともに声変わりしているので

去年とは違って四部合唱になる。そんな中、歌った曲

は「大地讃頌」だった。どのパートも真剣に取り組ん

でいたし男子がしっかり歌ってくれたのが何よりの

支えになった。女子はソプラノが高かったがとてもき

れいな声で歌ってくれたおかげでアルトも上手く合

わせることができた。 

自由曲だった「友」は歌うところや歌詞の違うとこ

ろが多い曲だった。ギリギリまでパート練習をしたこ

とで金賞を取ることができたのかもしれない。やは

り、クラスで一致団結できたから金賞を取れたのだと

思う。とても良い思い出になった。   

「響き渡った歌」抜粋  

１年男子生徒 

中学生になって初めての合唱コンクール。僕

は「夜汽車」「この星に生まれて」を歌った。「夜

汽車」は男子が力強く、「この星に生まれて」は

男女ともきれいな歌声で。練習では「静かにし

て！」「ちゃんと並んで！！」「はやく練習しよ

うよ！！！」など、とてもうるさい印象です。

「夢のつづきのように～～♪」「♪……どんな言

葉で～～」と歌が始まると、一気に集中します。

まるで違うクラスのように。ですが、今セリフ

にして書いたことは、自分も含めた１年４組の

ことなのです。 

客観的に見ると、自分のクラスのことがよく

分かってきます。練習の時、注意してくれた人

がいたからこそ、このクラスは成り立ったのだ

と思います。金賞を取れたのは、そういう人が

たくさんいたことで歌に集中でき、１日にたく

さん練習できたからだと思います。  

http://www.shakujii-e-j.nerima-tky.ed.jp/


●開校70周年記念 合唱コンクール〈１０月２４日（火）〉 課題曲と自由曲（★金賞・☆銀賞）  

今年は、練馬文化センター大ホールで開かれました。70周年を記念して、今年は学年ごとに優勝盾が新たに
作られました。「歌声響け！心を揺らせ！奏でる音色を届かせろ！！」のスローガンが
達成できましたか、とアンケートを行ったところ、「とても達成できた」及び「達成で
きた」と回答した生徒の割合は、１年生は８１％、２年生９１％、３年生９５％、と
学年が上がるにつれて高くなりました。当日はたくさんのご来賓・保護者の方のご参
観をいただきました。各学年で最も優秀な成績を収めたクラスを金賞、第２位を銀賞
として表彰しました。たくさんの暖かいご声援、ありがとうございました。               

●南校舎側の新しいトイレ・手洗い場の工事終了・使用開始 〈１０月３０日（月）〉 
7 月下旬から始まった南校舎側のトイレと手洗い場の改修工事が終了し、10月 30      

日（月）からその使用が始まりました。照明は人感センサー、便器は全て洋式。床は
男子は明るい青色、女子は明るい桃色です。奥には引き戸の付いた「車イス用トイレ」
が設置されています。いつまでもきれいなまま維持していきたいです。 

●２学年 校外学習 〈１１月１日（水）〉 
晴れ渡った青空の下、鎌倉校外 

学習を行いました。事前に学習 
のテーマを班ごとに設定し、当 
日は実際に見て来ることで深い 
学びが出来ました。今後は発表 
活動へと進めていきます。 

●１学年校外学習 〈１１月２日（木）〉 
 晴天に恵まれ、川越に校外学
習に行って参りました。往復の
電車。川越市内、全て班行動。
集合時間には全ての班が予定
時間前に集まることが出来ま
した。清々しい１日を満喫しま
した。 

●後期生徒総会〈１１月１０日（金）〉 

 ９月に選出された生徒会本部
役員のもと、後期生徒総会が行
われました。質疑応答が舞台上
で行われ、日頃の学校生活を考
える良い機会になりました。         

●学校公開・道徳授業地区公開講座〈１１月１１日（土）〉 
公開授業は全３時間で行われました。２校時目に全学

級で道徳の授業が行われました。道徳授業地区公開講座
では、再来年度から「特別な教科道徳」になることと各
学年における道徳の授業の取り組みについて説明され
ました。その後、各学年ごとに懇談会が開かれました。 

 

         課題曲 １組 ２組 ３組 ４組 ５組 

１

年 
夜汽車 ☆永遠のキャンバス With you smile マイバラード ★この星に生まれて  

２

年 
大切なもの ☆時の旅人 空高く 心の瞳 ★明日へ 時を超えて 

３

年 
大地讃頌 ＹＥＬＬ 君とみた海 証 ☆青葉の歌 ★友～旅立ちの時～ 

●サッカー部 
〔練馬区新人大会〕決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ 

2 回戦   対 大泉中    0-0 
（ＰＫ5-6） 

順位決定戦  対 早大学院中 2-0 
〃   対 練馬中  1-0 

〔第 3 ブロック大会〕 
1 回戦   対 松渓中   1-0 
2 回戦   対 開進四中  2-0 

●女子ﾊﾞｽｹｯﾄボール部 
〔練馬区新人大会〕 

区第３位入賞 
決勝リーグ３敗  

対 石西中 25－90 
対 大泉中 49―61 
対 練馬中 46―61 

●吹奏楽部 谷原地区祭 (石神井東小)にて演奏 

 文化交流 （富士見台小）にて演奏 

●美術部 合唱ｺﾝｸｰﾙのポスター制作 

   第 16 回板橋区佐藤太清記念中学生絵画展出展 

●練馬東納税貯蓄組合連合会「税についての作文」 
区長賞：3 年女子生徒 1 名 
入選：3 年男子生徒２名 

●こどもエコ・コンクール 
1年：男子生徒 5 名、女子生徒 1４名 

2年：男子生徒３名、女子生徒 1１名 

 

●谷原地区祭ボランティア参加 
１年男子生徒 10 名 

●演劇部 
〔連合演劇発表会〕演目：「おこんじょうるり」⇒都大会出場 

「ヒミツキチ ～Our Secret Base～」 
〔文化交流〕石神井東小にて公演 演目：「おこんじょうるり」 

●練馬区青少年育成谷原地区委員会〔環境標語〕 

☆最優秀賞 
☆優秀賞 
☆佳作 

 
 

２年女子生徒 1 名  
２年男子生徒 1 名  
3 年女子生徒 1 名 
２年男子生徒 1 名 
１年女子生徒３名 

●卓球部〔練馬区新人大会〕２年男子生徒 1 名（男子ｼﾝｸﾞﾙｽﾍﾞｽﾄ 16） 

１２月のおもな行事 
１日（金）クリーン運動（１年） 
４日（月）専門委員会 
５日（火）～１１日（月）三者面談（2・3年） 
９日（土）学校公開 

１８日（月）避難訓練 

 
１９日（火）食育の日 
２３日（土）終業式・70周年記念行事 
２５日（月）振替休業日 
２６日（火）～１月７日（日）冬季休業 
 

主な行事の紹介 

大会等の報告 


